

































和市」 と改称)の 状況についても言及 した ことを最初に断わってお く。
豆 清真寺の分布と回民社会の形成
1厚 和市の人口分布
まず、 日本軍占領下にあった蒙古聯合 自治政府 の行政 区分 を整理 しておきたい。蒙彊政
権の地方行政では、2政 庁および5盟 公署に分類 され、長官および盟長が配置 され、それ
ぞれが市 ・県 ・旗の行政を指揮監督 していた。2政庁 とは 「察南」および 「晋北」を指 し、
前者が1市10県 、後者が13県か ら構成 されていた。5盟とはシリンゴル盟、チャハル盟、








264,525名(53,535世帯)で 、同盟のなかでは最大の人 口を有 していた。なお、在留邦人は
300名ほどであった[蒙 彊新聞社1941:262]。
次に、蒙彊全域 における民族別人 口、厚和市の回民人口、清真寺の分布状況などに関す
る基礎清報を整理 し、蒙彊政権下にお ける回民社会の 占める位置を確認 しておきたい。 こ

















1949:33-34;蒙彊新聞社1941;蒙 古 自治邦政府 回教委員会1942]。いずれの統計資料
が正確 な情報なのかは判断 しづ らいが、概算 としては、蒙彊全域における回民の世帯数は
およそ7,400世帯か ら8,200世帯、人 口は35,000名か ら37,000名ほどであったと考 えられ
よう。






この うち回族の人 口は8,309名とされている[内蒙古 日報編輯部工作組2007(1955):9]。
これ らの統計資料から、日本軍 占領期 、厚和市には10,000名前後の回民が暮 らしていたと
本稿では暫定的に考 えておきたい。なお、表2の 人 口統計は、1953年頃の回民区の統計資
料ではあるが、「街巷」(道路 ・路地)ご との民族別人口を整理 したもので、非常に貴重 な
情報 なので掲載 しておいた。
ところで、回民の出生地 に関 しては、岩村忍が西北回教聯合会の出生地別統計(1943年)
を整理 している。それ によると、蒙彊政権下の回民(被 調査者35,802名)の出生地は、バ
インタラ盟(12,680名)、宣化県(12,159名)、華北(3,173名)、チャハル盟(3,122名)、
大同県(2,694名)、イフジ ョー盟(1,581名)、寧夏省(318名)、甘粛省(63名)、華中(2
名)で ある。蒙彊 出身者が約90%で、蒙彊以外の地域で生まれた者は極めて少ない[岩 村
1949:50-51]。厚和市の場合、清真北寺の付近に西北の寧夏や甘粛か ら移住 した回民がい
るが、現在でも少数派であ り、蒙彊 で生まれ育った者が圧倒 的に多い。






平、山東であった。車姑寺では河北沙河が多 く、次いで通県、長営村 、南 口、昌平などで
あった[岩 村1949:49]。現在、フフホ ト市に暮 らす回族の原籍に も河北省、山西省な ど
が多く、彼 らは 「東路回回」、西北出身者 は 「西路回回」と呼ばれ、原籍の違いが同 じ回族
のなかでも強 く意識 され ることがある。
90 清真寺の地元有力者と酪駝業一蒙彊政権下の回民社会の事例から一
2厚 和市の清真寺 と回民社会
はじめに、 日本軍占領以前の清真寺の歴史的経緯 を整理 しておきたい。清真寺を中心 と
した 「坊上」(fangshang)と呼ばれるコミュニティの形成は、歴史上、回民の民族形成 と
は切 り離せない関係にあり、「城」や 「県」な どではい くつ もの 「坊上」が集合体 となって、
回民社会 をゆるやかに形成 していた。 「帰化城」では、回民の人々は遅 くとも17世紀後半
か ら中華民国期にかけてい くつもの清真寺を中心 として 「坊上」を形成 していた。
まず、1693年(康煕32年)、清真大寺が 「旧城」の北門外 に建設 され、その周囲に回民
が集住 した。その後、山西の大同や右玉な どか ら数多くの回民が 「帰化城」へ移住 し、牛 ・
羊 ・酪駝 などを売買する 「牛橋」、「羊商子」、「駝橋街」を形成 した。康煕年間末期か ら雍
正年 間初頭にかけて、旧城東 門外の 「馬蓮灘」には回民が集住 し、嘉慶年間に清真小学学
堂が建設 され、1894年(光緒20年)頃 に清真東寺として改築 された。「緩遠城」の建設後、
1884年(光緒10年)、新城南門の 「羊圏巷」で屠畜業を営む回民が新城清真寺を建設 した。
1891年(光緒17年)に は清真大寺の東北に清真東北寺が建設 され、清真小学堂 として大
寺の管轄下にあった。1899年(光緒25年)、同治年間に旧城西門外に建設 された 「南学」
(傳家寺)が 清真南寺 として改築 された。乾隆年 間中期には、山西、河北、河南、山東、
北京などから回民が 「帰化城」に移住 し、乾隆年 間後期に 「後沙灘」 に清真西寺を建設 し
ている。
19世紀後半、西北で回民蜂起が発生 した後、陳西 ・寧夏 ・甘粛な どか ら 「帰化城」へ移
住 した回民も少 なくない。例えば、清真北寺は清朝期 の威豊年間に建設 された清真小学堂
を前進 とし、1921年に西北の寧夏 ・甘粛 出身の回民によって改築された。車姑寺は1922
年 に繧遠都統の回民軍閥馬福祥の出資で建設 され、河北 ・山東出身の回民移民によって管
理 された。 このように、乾隆年間後期以降、数多 くの回民が清真寺の周囲に民家(平 屋)
を建設 し、いくつものコミュニテ ィを形成 していた。 このほか、1789年(乾隆54年)、新
彊 の香妃を北京まで護送 したテユル ク系ムス リム数百名が 「帰化城」の南方 にある 「八拝












































































































































































































































































































































































































































































































合計 / 1,468世帯7,796名(男4,001名 女3,568名)
出典:『邦内回教調査概要』(1942年)の図表をもとに作成 した。
地図1は 、甘繧回教礼拝堂(現 清真北寺)の 周囲に居住す る回民の分布(1945年末頃)




































































































































表4は 、 日本軍 占領期の厚和市にあった清真寺の管理責任者一覧表である。岩村の調査
成果にもとついて表 を作成 し、必要に応 じて関係者の情報を補足 しておいた。
表4厚 和市における清真寺の管理責任者


































































































































































































清真寺名 管理責任者 ・年齢 職業 原籍 補足
王有禎(34) 飲食業 帰繧
新城寺 張興旺(42) 肉業 河北槍県 1950年の時点
劉金旺(48) 農業 河北槍県 教長:時鴻賓(河北塩県)
馬相信(46) 駝業 山西右玉 アホ ン1名




北寺 周学仁(32) 皮毛業 寧夏呉忠墜 地元有力者(追加分)
藩潔如(40) 皮毛業 青海 敏泉(40)駝業、青海
楊兆栄(30) 皮毛業 寧夏呉忠塗 白鑑堂(56)点心製造業、大同
唐宝山(50) 皮毛業 帰繧 1950年の時点
安殿瑞(50) 糧業 帰繧 教長:馬 生璽(寧 夏)
王寛(28) 酪駝宿 帰繧 アホン26名
馬寛(30) 飲食業 帰繧 学生10名
馬子栄(40) 飲食業 大同 郷老12名:王寛、白子美、馬亮
馬銘(30) 無職 帰綴 一般信徒
馬亮(35) 駝業 帰繧 男506名 、 女473名
劉玉凱(48) 皮毛業 帰繧
車立占寺 金徳亮(50) 飲食業 河北沙河 1950年の時点
金玉(28) 飲食業 河北沙河 教長:石栄昌(山東済南)















旧帰繧市の起源は、モンゴル ・トゥメ ドのアルタン ・ハー ンが1566年に万里の長城の北
側に建設 した"「大板昇城」であ り、明朝期以降、モ ンゴル と漢人 との交易で栄えた都市で
ある。モ ンゴル語では 「フフホ ト」、漢語では 「帰化城」(1577年)と長 らく呼ばれてきた。
清朝期の雍正年間には中国北方における家畜 ・皮毛の集散地 として発展 していた。乾隆年
間には、華北や華中な どの 「内地」か らの出稼ぎ民の移住、すなわち 「走西 口」の終着点
として、数多 くの漢民(漢 人)や 回民が 「帰化城」に移 り住んだ。回民の主な出身地は、
山西省の大同、右衛(右 玉)、山東省の徳州、済南、北京、天津、河北省 の槍州、保定、石
家庄、河南省 の孟県な どであった。また、乾隆帝がジュンガル帝国を討伐 した後、中国の
「内地」 と西北(特 に新彊)と の交易が本格的にはじまると、「帰化城」は新彊 と 「内地」
とを結びつける中継地 として繁栄 した。ジュンガル討伐にともな う新彊の誕生 を契機 とし
て、「帰化城」では新彊交易を中心とした酪駝業(特 に輸送業)が始 まった[馬逡英2011:
123-124]。
明朝 ・清朝期、「帰化城」はモ ンゴルや新彊 との交易を通 じて、牛 ・羊 ・馬の家畜、獣皮 ・
羊毛の集散地 として繁栄 した。中華民国期、「帰化城」には、「経商」、「負販」、「牙紀」、「駝
戸」、「屠宰」な どの職業に従事す る回民が多 く、特に 「帰化城」が家畜 ・皮毛の集散地で
あったことから、家畜販売業、皮革業、輸送業、屠畜業、飲食業などが回民の代表的な職






清朝期の道光 ・成豊年間には駝駝隊商による輸送業が本格化 した ことによ り、回民は 「通
事行」(通訳業)や 「養駝」(酪駝飼育業)な どでも活躍 した。酪駝業の発展によ り、河北 ・
河南 ・山東 ・山西 ・天津 ・北京な どへ向か う家畜販売業者 を相手 にした旅店業も栄えた。





現在で もフフホ ト市で回族 の伝統的な職業といえば、「橋牙子」、「皮販子」、f大白焙子」、
「肉案子」と説明 されることからわかるように、家畜販売業、仲買業、毛皮業、飲食業、
屠畜業が回族の代表的な職業として考えられ ている。また、それ と関連 して、「営坊道,馬
上馬下;新城道,能 搭能下;後 沙灘,成 鍵成串;馬蓮灘,能 宰能控」とい う諺があるように、
この諺には回民の職業的特徴が簡潔にまとめられている。つま り、「帰化城」の営坊道、新
城道、後沙灘、馬 蓮灘 は回民の伝統的な集住地区であ り、営坊道には家畜販売業 ・仲買業、
新城道には酪農業(牛 乳)、後沙灘 には酪駝業、馬蓮灘 には屠畜業 ・牛羊肉販売業に従事す
る回民が多数居住 していた とい うことである。現在、それぞれの集住地区はフフホ ト市回







村忍の調査結果を筆者が整理 した ものであるが、表4か ら清真寺の 「郷老」の職業構成が
わかる。当時の 「郷老」の職業に 目を向けると、「郷老」全体のうち酪駝業従事者が最 も多
く(郷老66名の うち30名)、清真寺の有力者 の多 くが酪駝業によって経済力 を備 えていた







酪駝油業、駝毛業、酪駝骨肥料業、酪駝の血 ・筋 ・脾 ・掌 ・砕 肉 ・頭皮 ・蹄皮 を個別に販
売する様 々な職業が存在 した[仁 井 田1951:272-273;今永1967:75]。このような業
種の多様性は牛羊業などにもあてはま り、酪駝業であれ、牛羊業であれ、その仕事内容が
細分化 され、役割分担 されていたことが窺える。ここでは、酪駝業の 「駝行」(販売業者)、
「駝店」(仲買業者)、「駝戸」(輸送業者)を 中心 として回民の酪駝業の特徴を整理 してみ
たい。
2-1「駝戸」一一賂駝運送業者
清朝乾隆年間から中華民国期 にかけて、「帰化城」が 「駝城」と称 され るほ ど駝駝業で繁
清真寺の地元有力者と酪駝業一蒙彊政権下の回民社会の事例から一 99
栄 した ことはすでに記述 した。その頃は山西商人の漢民(漢 人)を 中心 とした駝駝輸送業





北京出身の回民が 日本人研究者(仁 井 田陞)に 証言 している。
「清朝成立の前後か ら、北京安定門外に蒙彊王公の公館ができ、王公が酪駝をつれて
その故郷 との間を往来 し、北京か ら帰るときは駝駝に乗せて商品を運んでいた。その頃、





たわけではな く、北京郊外 に、昔の外館 との関係から引き続 いて、多少異教徒同業が残
っている。」[仁井田1951:271]
1923年、北京 と包頭 を結ぶ京包鉄道が開通 した後 も西北交易の重要な交通手段 は駝駝で
あ り、寧夏、甘粛、青海 、新彊な どに対す る物資の運搬 は酪駝業者が担 当した。その頃、
西北の甘粛、青海、寧夏の諸地域では回民軍閥が支配者 となっていたため、西北交易では
漢民よ り回民の方が有利 な立場にあった[今 堀1955:199;今永1967:72]。例えば、
「帰化城」では、漢民の酪駝業者のあいだで 「三国時有劉関張趙馬黄,北頭起有曹楊孫邊
馬王」 と言い慣わ されていたよ うに、中華民国期、酪駝業で有名 な回民には曹姓、楊姓、
孫姓、孫姓、途姓、馬姓、王姓の家族がお り、それぞれの業者が時には協力 しなが ら、時
には競合 しながら、錆を削っていた。そのなかで最 も有名な業者が曹家の 「徳厚堂」であ
り、最盛期には800峰以上の駝駝を保有 していた[馬 逡英2011:125-126]。
それでは、ここからは酪駝輸送業の内容を説明 したい。酪駝輸送業に関わる者には、主
に 「駝戸」、「駝夫」、「酪行」などがお り、 「駝戸」が酪駝輸送業者 、「駝夫」が酪駝 引き、
「駝行」が駝駝販売業を担当した。 「駝戸」は商品の輸送 を担 当し、50頭か ら600頭(「徳
厚堂」の場合、1,000頭以上の酪駝を所有)の 酪駝 を引き連れて1頭 あた り360斤の荷物を
運搬 した。「駝戸」は商品販売業者(貨 商)と 契約 を交わ し、その時に輸送料金の大半を受
け取 り、商品を届 けてか ら残額 を受け取った。「酪戸」は家族 を中心 とした個人経営者で自
己資本によって輸送業に従事 し、使用人には親族 ・友人 ・知人が多かった。徒弟制 は確認
されていない。「駝戸」のなかには商品販売業 に転業 した り、兼業 した りする者 もいた[今
堀1955:286-287]。
100 清真寺の地元有力者と儲駝業一蒙彊政権下の回民社会の事例から一
「駝夫」は酪駝引きを意味 し、「駝戸」 と契約 を結んで雇用 される労働者であった。 「駝
夫」1人 で19頭の酪駝(1練)を 引き連れ、10練(1房)が 酪駝輸送の最小単位 とされて
いた。駝駝輸送業者 は大規模 な業者は1つ の隊商に数房、小規模 な業者は1房 を動員 ・編
成 した。毎年早春、「駝戸」、「駝夫」は 「帰化城」を出発 し、まず北上 して武川に入 り、西
進 し、西北各省へ向かった。蒙彊の百霊廟付近まで盗賊が多発 したため、武装 して移動 し
た(中 華民国期 には保商団兵士に護衛 して もらい、保商団の経費は 「駝戸」が負担 した)。
西北交易の場合、最終地点の新彊省 には夏に到着 し、商品を届けてか ら 「帰化城」へ帰る
のは正月(旧 正月)以 降だった。つま り、蒙彊 と新彊省 との交易 は1年 がか りであった。
なお、「駝夫」の給料 ・食料は 「駝戸」が負担 した[今 堀1955:287-288]。
酪駝輸送業者の輸送経路に関 しては、先行研究で以下の経路が指摘 されている。北京を























茶 ・綱鍛 ・洋布 ・煙草 ・磁器 ・砂糖 ・化粧 品 ・雑貨などが、新彊か らは新彊産の獣毛皮 ・
砂金 ・宝石 ・鹿茸 ・葡萄 ・杏瓜 ・乾瓜 ・家畜な どが輸送 され、売買されていた。 このよ う
な交易は、清朝によるジュンガル支配後に駆駝輸送業者によって行われ、新彊だけでなく、
西北各省、内モンゴル、外モ ンゴル、「内地」 をも経済的に結びつ けた。
中華民国成立後の回民の酪駝業については、北京出身の回民(濡 致臣)が 次のよ うに証
言 している。非常に有益な情報が提供 されているので、以下、引用 してお きたい。
「中華民国成立(1912年)とな り、蒙古王公 との貿易はなくな り、それよ り少 し前に
は、外蒙古 との連絡 も杜絶 して、この方面の貿易 もな くなっていた。外蒙古王公の財産
は取 り上げられたのである。又、包頭方面に鉄道が通 じた ことは、当然、酪駝による運
送業に甚大な影響を與えた。 かれや これやで北京の酪駝業は極 く限 られた範囲の仕事 し
か営む ことができなくなった。ただ北京附近の鉄道で運べない貨物(石 炭石灰など)を
運搬 し、酪駝の肉や毛や皮や骨を食料 ・衣料乃至肥料に供す る等のために、現在 にその
商売の命脈がつながって来たのであって、往時の駝駝業の隆昌は再び興すべ くもない。
今(昭 和18年1943年、以下同 じ)、運送 して往復す る先 は、北京附近の宛平、房山、良
郷、定興、永清、懐柔、順義の各県である。前までは順義県な どから満洲へも行ったが、
今は行 くのが面倒 で行 く者がない。酪駝 を買 うためには包頭へ も行 くが、貨物を包頭へ
運搬 して行 くことはない。北京に来 る酪駝の産地は、多く蒙彊殊 にその厚和である。厚
和の酪駝業は一家で何百頭も酪駝 を養 い、新彊にも行き、外蒙へ半年 も行っている者が
ある。」[仁井 田1951:271-272]
漏致臣氏の証言によれ ば、当時、北京へ運搬 される酪駝の主な産地が蒙彊であり、また、
京包鉄道の開通後、厚和市の酪駝業者(主 に回民)が 西北交易 を継続 させていたことがは
っき りと指摘 されてい る。
2-2「駝行」一一一ZZ駝販売業者
ところで、儲駝輸送業に欠かせない酪駝そのものの販売においても北京や蒙彊では回民
が主導権を掌握 していたことが先行研究で指摘 されている[仁 井田1951:271;今堀
1955:199;今永1967:71-72]。清朝期 から中華民国期 にかけて酪駝販業者 は 「駝行」と
呼ばれていた。1949年の中華人民共和国成立まで北京の酪駝の供給地は蒙彊 であ り、蒙彊
の酪駝業者 と北京の酪駝業者 は密接 な関係にあった。北京では、牛街な どにくらす回民の
「駝行」が蒙彊まで足を運び、酪駝の買付を行 っていた。 ここでは、北京 と蒙彊を行 き来
した 「駝行」の業務内容や輸送経路な どの特徴 を整理 しておきたい。





60世帯確認 されていた。中華民国期には、北京 の宣武門外 中街、埠城 門外三里河、東直門
外二里荘には回民の酪駝業者が多 く、特に牛街 に 「駝行」が集住 し、牛街か ら古北口、張
家 口、帰繧、包頭な どへ赴 き、駝駝 の買付 を行 っていた。北京 にくらす回民の 「駝行」は
蒙彊の 「駝店」へ行き、 「駝店」を介 して酪駝 を購入 した。
「駝店」 とは酪駝の仲介斡旋業者(販 売業者)を 指 し、その多 くが回民によって経営さ
れていた。「駝店」は酪駝の売 り手(主 にモンゴル人や回民)と 買い手(主 に回民)の 双方
か ら3%の手数料 を徴収 し、酪駝の販売を行 った。「駝店」には数多 くの酪駝を収容する畜
舎、中庭、客房(宿 泊)、販房(商 談)、物資倉庫な どが完備 されてお り、「駝店」は顧客の
「駝行」を出迎えた。「駝店」はモ ンゴル人が蒙彊でいち早 く従事 していたが、清朝期に漢
民 ・回民が取 って代わ り(乾隆10年以後には帰綴 には 「福慶駝社」とい う同業者組合が設
立 されていた)、中華民国期に西北交易が本格的に開始す ると、蒙彊では回民の 「駝店」が
酪駝販売業を牽引するようになった。「駝行」が蒙彊で儲駝を購入 した後、北京へ酪駝 を運




地域 帰綴 ・包頭 帰綴 ・包頭 帰緩 ・包頭 北京
業者 「養駝」(飼育) 「駝店」(仲介) 「駝行」(買付) 「駝戸」(輸送)
移動 酪駝 → 駝駝 → 酪駝 → 酪駝








「北京牛街(老 君亭)に201家の酪駝業がい る。以前は201家以上、多い ときは







を呼んできて、所定の方式に従いこれ を屠殺 した。たとえ回教徒 と錐 も、老師傳の手
によらず各人勝手に殺 した ときは、その肉は食用 に供 し得 ないばか りか、何にも使い
ものにならない。中華民国26年以後では、屠殺場が牛羊について と同じく朝陽門外に
造 られた。酪駝は検査の上、病気がない ときは屠殺場に入れ、獣医がもう一度検査 し
て、病気がない とわかると、四肢 を縛 り、屠宰師はコーラン経 を口諦 して、これを一
刀の下に殺す。決 して二刀を使わない。二度 も刀 をつかって苦 しめるな ら、食用その
他に供す ることを得ない。前には喉の上を刺 したが死なない虞があるので、今では喉




法で処理 ・解体することは現在でも遵守 されている。屠畜 を担 当す る専門家は 「帯刀阿笥」
(あるいは 「下刀阿旬」)と呼ばれ、清真寺でイスラごム教育を受けた者である。厚和市の
場合、清真東寺の近 くにあった馬蓮灘に屠畜業者が集住 してお り、清真寺から派遣 された
「帯刀阿旬」が屠畜を請 け負 っていた。牛羊屠畜業に詳 しい回族男性(60歳代)に よれば、
「「帯刀阿笥」は 日頃か ら家畜の命 を奪っているので、罪が重 く、決 して尊敬 され る職業で
はなかった。集団礼拝する場合、「帯刀阿笥」は最後列に並ぶのが一般的であった。死者祈





清朝末期か ら中華民国期にかけて、 「帰化城」(後の帰繧市)で 回民の酪駝業、屠畜業、
食肉業 などが軌道に乗 ると、独 自の同業者組合が組織 され るようになった。例えば、「帰化
城」では、「帰繧倶進会」、「清真社」、 「帰繧回族牛羊肉公会」、 「清真民団」などの結社
(association)が回民の利益保護を 目的 として組織 された。酪駝業 に関連 した結社 としては
「清真社」が回民を代表す る同業者組合である。蒙彊 で現地調査 を調査 した今堀誠二が厚
和市における回民の酪駝業について一次資料 を記録 しているので、それを参照 しながら当
時の様子を再構成 してみたい[今 堀1955:284-290]。
まず、1945年以前、厚和市には、酪駝業者の同業組合 として 「新彊社」 と 「清真社」が
存在 した。「新彊社」とい うのは、山西省出身の商人 を中心 とした漢民(現 在の漢族 にほぼ
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相 当す る)の 酪駝業者で構成 されてお り、商品の輸出入を主な業務 としていた。 「新彊社」
は主に西北地方へ赴 き、「貨商」と呼ばれていた。構成員に山西省出身が多い ことか ら 「山
西蓄」とも呼ばれていた。一方、「清真社」は河北省出身の回民商人を中心とした回民の駝
駝業者によって構成 され、商品輸送を請 け負 っていた(「運商」)。「清真社」は河北省出身
者が多いことから 「華北常」とも呼ばれていた。 このよ うな同業者組合には同業者全員が
参加 し、「社長」1名を選出 した。同業者組合の業務内容は、官商連絡、酪駝の徴発 ・納税、
官憲 と交渉、紛争調停などであった。
漢民と回民は慣習が異なるため(特 に回民はイスラームの食 の規範を遵守す るため)、た
とえ同じ駝駝業者であって も、同業者組合は個別 に組織 ・運営 されていたのであろ う。 た
だ し、ここで注意すべきことがある。漢民 ・回民の個別の酪駝業者には異民族 の従業員 が
雇用 されたことはよくあった らしく、同業者組合では棲み分 けが行われていても、個別 の
業者では異なる民族が特 に違和感 なく共同で業務 に従事 していたとい う。 なお、 どちらか
といえば、回民経営の酪駝輸送業者に漢民が積極的に雇用された事例が多かったらしい
(2014年8月・10月ラフホ ト市におけるイ ンタヴュー調査による)。










地区別 生活程度 人員 酪駝数 使用人 貿易地区
営坊道 上
中3世 帯 中3名 中202頭 中14名 中 西北3
下57世 帯 下57名 下299頭 下 西北2
武川67
通道街 上
中15世 帯 中15名 中149頭 中7名 中 武川11
下48世 帯 下48名 下156頭 西北3
1 蒙地1
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中4世 帯 中4名 中305頭 中 西北4





下20世 帯 下20名 下137頭 下 武川13
西北6
蒙地1
寛巷子 上5世 帯 上5名 上485頭 上33名 上 西北5
中
下2世 帯 下2名 下11頭 下 武川2
水渠巷 上
中1世 帯 中1名 中32頭 中ll名 中 西北1




下13世 帯 下13名 下125頭 下 武川10
西北3
馬蓮灘 上
中6世 帯 中6名 中216頭 中14名 中 西北5
下26世 帯 下26名 下124頭 下1名 武川1
下 武川19
西北7
東寺巷 上2世 帯 上2名 上273頭 上15名 上 西北2
中1世 帯 中1名 中33頭 中3名 中 西北1
下2世 帯 下2名 下15頭 下 西北1,武川1
西徳勝街 上1世 帯 上1名 上90頭 上6名 上 西北1
中
下1世 帯 下1名 下2頭 下 武川1
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地区別 生活程度 人員 賂駝数 使用人 貿易地区
呂祖廟 上
中5世 帯 中5名 中49頭 中 武川14
下 西北1
南順城街 上1世 帯 上1名 上110頭 上7名 上 西北1
中1世 帯 中1名 中4頭 中 西北1
下
井見巷 上
中1世 帯 中1名 中31頭 中2名 中 西北1
下
西順城街 上
中1世 帯 中1世 帯 中53頭 中4名 中 西北1
下
周家巷 上
中3世 帯 中3名 中72頭 中6名 中 西北3
下3世 帯 下3名 下17頭 下 武川3
民庁恒 上
中1世 帯 中1名 中21頭 中1名 中 西北1
下12世 帯 下12名 下51頭 下 西北1
武川11
後沙灘 上2世 帯 上2名 上257頭 上14名 上 西北2
中5世 帯 中5名 中174頭 中9名 中 西北5




下3世 帯 下3名 下8頭 下 武川3
西順城街 下2世 帯 下2名 下4頭 下 西北1,武川1
観音廟 下1世 帯 下2名 下5頭 下 武川1
合計 上11世 帯 上11名 上1215頭 上75名
中47世 帯 中47名 中1341頭 中71名






地区 業者名 生活水準 賂駝数 雇工 住所 貿易地区
営坊道 歩万富 下戸 13 営坊道9 武川
楊金会 下戸 2 営坊道4 武川
完正水 下戸 7 営坊道45 武川
馬亮子 下戸 1 営坊道13 武川
麻徳明 下戸 4 営坊道1 西北
楊万喜 下戸 7 営坊道12 武川
馬龍 下戸 1 営坊道1 武川
馬具亮 下戸 2 営坊道1 武川
康九子 下戸 3 営坊道4 武川
喬連忠 下戸 2 営坊道56 武川
質魁 下戸 2 営坊道29 武川
楊万義 下戸 51 営坊道12 武川
唐瑞 下戸 13 営坊道7 武川
馬六子 下戸 7 営坊道26 武川
馬亮 下戸 1 営坊道8 武川
邸五 下戸 6 営坊道11 武川
麻庫 下戸 5 営坊道1 武川
麻蒼 下戸 5 営坊道12 武川
馬華 下戸 4 営坊道2 武川
苗禿子 下戸 3 営坊道24 武川
」
康徳 下戸 3 営坊道56 武川
サ万歳 下戸 Il 営坊道3 西北
馬正紅 下戸 2 営坊道46 武川
唐二 下戸 2 営坊道1 武川
周二 下戸 5 営坊道7 武川
馬永魁 下戸 3 営坊道7 武川
馬年子 下戸 2 営坊道46 武川
干亮子 下戸 2 営坊道46 武川
馬四旺 下戸 9 営坊道7 武川
白福宝 下戸 11 営坊道3 武川
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地区 業者名 生活水準 酪駝数 雇工 住所 貿易地区
質長栄 下戸 11 営坊道27 武川
潤徳元 下戸 6 営坊道31 武川
華三 下戸 3 営坊道7 武川
劉万金 下戸 6 営坊道5 武川
馬正喜 下戸 2 営坊道4 武川
文明 下戸 6 営坊道30 武川
張耀遷 下戸 8 営坊道4 武川
曹徳宝 下戸 5 営坊道43 武川
馬正祥 下戸 4 営坊道12 武川
華三宝 下戸 2 営坊道7 武川
対栄 下戸 8 営坊道26 武川
呉英 下戸 2 営坊道3 武川
白福宝 下戸 8 営坊道9 .武川
飽六四 下戸 6 営坊道4 武川
飽二宝 下戸 9 営坊道2 武川
馬老鬼 下戸 2 営坊道4 武川
干徳旺 下戸 6 営坊道24 武川
孟才 下戸 3 営坊道4 武川
王柱子 下戸 6 営坊道ll 武川
黄富貴 下戸 1 営坊道23 武川
鉄有福 下戸 6 営坊道7 武川
劉占口 下戸 6 営坊道32 武川
費致中 下戸 2 営坊道6 武川
馬老口 下戸 4 営坊道2 武川
楊根慶 下戸 5 営坊道10 武川
金喜 下戸 4 営坊道41 武川
老馬 下戸 2 営坊道13 武川
白珍 下戸 2 営坊道30 武川
馬貴 下戸 2 営坊道2 武川
白如珍 下戸 3 営坊道4 武川
対存 下戸 3 営坊道30 武川
陳瑞 下戸 1 営坊道13 武川
邸玉元 下戸 3 営坊道22 武川
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地区 業者名 生活水準 賂駝数 雇工 住所 貿易地区
孫斉山 下戸 1 営坊道22 武川
錆子忠 下戸 1 営坊道35 武川
満福 下戸 4 営坊道15 武川
対占元 下戸 4 営坊道18 武川
麻万祥 下戸 2 営坊道4 武川
干潤 下戸 2 営坊道1 武川
穆成龍 中戸 87 6 営坊道6 西北
趙具旺 中戸 55 4 営坊道46 西北
飽福 中戸 60 4 営坊道1 西北
通道街 馬尽仁 下戸 5 通道街41 武川
馬忠義 中戸 16 1 通道街31 武川
馬全恩 中戸 3 通道街13 武川
馬玉旺 中戸 4 通道街20 武川
緒英 中戸 2 通道街39 武川
馬忠玉 中戸 3 通道街42 武川
李六 中戸 3 通道街4 武川
王栄 中戸 3 通道街7 武川
王瑞 中戸 2 通道街7 武川
馬亮 中戸 2 通道街16 武川
蘇和 中戸 11 通道街16 西北
周旺 中戸 6 通道街15 武川
白玉魁 中戸 2 通道街40 武川
馬正蓮 下戸 2 通道街15 武川
楊紅旺 下戸 3 通道街30 武川
孫徳有 下戸 4 通道街39 武川
李三 下戸 2 通道街17 武川
費有福 下戸 5 通道街30 武川
白喜瑞 下戸 4 通道街34 武川
拝徳 下戸 2 通道街17 武川
趙亮 下戸 3 通道街15 武川
馬敬孝 下戸 3 通道街6 武川
馬四 下戸 1 通道街6 武川
楊旺 下戸 1 通道街6 武川
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地区 業者名 生活水準 酪駝数 雇工 住所 貿易地区
劉具成 下戸 1 通道街20 武川
劉栄 中戸 17 通道街26 蒙古国
戴六十 下戸 5 通道街28 武川
魑殿元 下戸 1 通道街25 武川
李玉虎 下戸 5 通道街9 武川
馬敬山 下戸 2 通道街21 武川
梅俊 下戸 6 通道街38 武川
梅根小 下戸 3 通道街13 武川
馬三旺 下戸 9 通道街13 武川
恰珍 下戸 2 通道街49 武川
丁英 下戸 1 通道街34 武川
安三有 下戸 3 通道街46 武川
馬徳旺 下戸 2 通道街16 武川
馬全喜 下戸 3 通道街11 武川
楊万福 下戸 3 通道街2 武川
庫二宝 下戸 1 通道街29 武川
費宝山 下戸 3 通道街1 武川
子三全 下戸 2 通道街4 武川
安有林 下戸 8 通道街46 武川
張秀山 下戸 6 通道街46 武川
丁全有 下戸 1 通道街59 武川
任福 下戸 2 通道街3 武川
安殿発 下戸 3 通道街21 武川
馬万喜 下戸 8 通道街20 西北
楊口森 下戸 10 通道街45 西北
馬玉山 下戸 2 通道街45 武川
馬老虎 下戸 2 通道街45 武川
質明 下戸 3 通道街31 武川
馬正山 下戸 1 通道街31 武川
王福魁 下戸 1 通道街4 武川
馬具亮 下戸 1 通道街33 武川
馬三元 下戸 2 通道街19 武川
華如子 下戸 6 通道街15 西北
清真寺の地元有力者と騎駝業一蒙彊政権下の回民社会の事例から一 111
地区 業者名 生活水準 酪駝数 雇工 住所 貿易地区
季富 下戸 2 通道街13 武川
張金海 下戸 2 通道街3 武川
安喜 下戸 2 通道街6 武川
李生春 下戸 5 通道街13 武川
馬正威 中戸 25 2 通道街6 西北
馬瑞 中戸 50 4 通道街18 西北
新城道 白玉祥 下戸 9 新城道20
、
武川
夏銀慶 下戸 5 新城道16 蒙古国
馬二 下戸 6 新城道22 武川
邸六 下戸 8 新城道66 武川
馬四 下戸 1 新城道22 武川
趙万富 下戸 4 新城道67 武川
郭有才 下戸 7 新城道9 武川
海子栄 下戸 2 新城道20 蒙古
孫有仁 下戸 7 新城道13 西北
郭玉毛 下戸 3 新城道29 武川
郭三旺 下戸 1 新城道63 武川
馬忠 下戸 1 新城道68 武川
馬口口 下戸 1 新城道10 武川
韓成功 下戸 5 新城道24 武川
韓三明 下戸 5 新城道24 武川
王有恩 下戸 3 新城道22 武川
王寛 下戸 3 新城道22 武川
馬忠和 下戸 6 新城道65 武川
雇殿祥 下戸 1 新城道20 武川
対大歳 下戸 10 新城道32 武川
孫有義 下戸 2 新城道22 武川
曹金如 下戸 1 新城道12 武川
楊慶 下戸 3 新城道10 武川
馬来子 下戸 6 新城道12 武川
丁長保 下戸 4 新城道10 武川
馬紅子 下戸 1 新城道10 武川
苗三 下戸 3 新城道22 武川
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地区 業者名 生活水準 酪駝数 雇工 住所 貿易地区
張慶 下戸 3 新城道45 西北
邸大紅 中戸 42 新城道63 西北
孫福 中戸 99 新城道15 西北
孫坤 中戸 144 新城道14 西北
孫富 中戸 20 新城道13 武川
馬登富 下戸 6 新城道22 武川
韓瑞 下戸 2 新城道31 武川
邸永財 下戸 8 新城道67 蒙古国
邸禎 下戸 4 新城道67 蒙古国
王富汗 下戸 3 新城道30 蒙古国
楊生錦 下戸 4 新城道61 蒙古国
劉亮子 下戸 1 新城道59 武川
サ三高 下戸 3 新城道20 武川
張明 下戸 10 新城道64 武川
白珍 下戸 1 新城道23 武川
王士富 下戸 3 新城道29 蒙古国
馬宝 下戸 3 新城道60 蒙古国
甑遷俊 下戸 3 新城道31 武川
弧遷挙 下戸 6 新城道31 武川
馬有 下戸 2 新城道29 武川
陳貴祥 下戸 2 新城道67 武川
夏墨林 下戸 4 新城道6 武川
夏三宝 下戸 4 新城道8 蒙古国
夏四宝 下戸 3 新城道9 蒙古国
● 郭玉毛 下戸 1 新城道29 武川
安恩子 下戸 3 新城道29 武川
雇殿魁 下戸 2 新城道59 武川
唐喜 下戸 3 新城道12、 武川
郭万庫 下戸 10 新城道25 蒙古国
白志英 下戸 2 新城道25 蒙古国
費汝紳 下戸 1 新城道67 武川
張毛禿 下戸 6 新城道64 武川
馬秀峰 下戸 13 新城道20 西北
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地区 業者名 生活水準 酪駝数 雇工 住所 貿易地区
馬三宝 下戸 1 新城道69 武川
郭宝 下戸 lI 新城道25 西北
王永禄 下戸 7 新城道30 蒙古国
サ福 下戸 5 新城道49 西北
唐二宝 下戸 3 新城道49 武川
馬芝成 下戸 4 新城道28 武川
馬芝英 下戸 2 新城道28 武川
郭亮 下戸 2 新城道63 武川
劉具旺 下戸 2 新城道60 武川
張子明 下戸 3 新城道48 武川
張九子 下戸 3 新城道6 武川
馬三九 下戸 3 新城道6 武川
馬登科 下戸 4 新城道22 武川
馬正威 下戸 2 新城道67 武川
馬九子 下戸 3 新城道30 武川
郭二旺 下戸 2 新城道63 武川
邸亮 下戸 2 新城道67 武川
於存喜 下戸 3 新城道20 武川
孫具盛 下戸 1 新城道60 蒙古国
郭正華 下戸 2 新城道63 蒙古国
勒玉根 下戸 3 新城道10 武川
庫具元 下戸 2 新城道48 武川
馬全喜 下戸 2 新城道16 武川
夏万恩 下戸 2 新城道16 武川
馬路 楊文亭 中戸 41 馬路27 西北
梁永清 下戸 3 馬路32 武川
凍玉喜 下戸 7 馬路54 武川
} 任永寛 下戸 18 馬路57 武川
馬二宝 下戸 7 馬路28 武川
韓典亮 下戸 3 馬路30 武川
張福 下戸 5 馬路43 武川
鉄三 下戸 4 馬路20 武川
丁喜 下戸 5 馬路35 武川
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地区 業者名 生活水準 賂駝数 雇工 住所 貿易地区
馬祥 下戸 14 馬路13 西北
馬禎 下戸 5 馬路14 武川
馬福 下戸 4 馬路14 武川
喬連祥 下戸 6 馬路14 西北
費如意 下戸 3 馬路20 武川
後新城道 サ万福 下戸 24 後新城道 西北
馬全 下戸 1 後新城道 武川
サ良 下戸 10 後新城道 西北
苗文玉 下戸 5 後新城道 武川
対栄 下戸 3 後新城道 武川
馬宝 下戸 8 後新城道 西北
呉二 下戸 1 後新城道 武川
歩真旺 下戸 1 後新城道 西北
張殿恩 下戸 2 後新城道 蒙古国
梅金宝 下戸 24 後新城道 西北
郭玉根 下戸 11 後新城道 武川
馬有根 下戸 7 後新城道 武川
郭万金 下戸 2 後新城道 武川
丁喜元 下戸 7 後新城道38 武川
丁元子 下戸 10 後新城道38 武川
馬盛汗 下戸 3 後新城道54 武川
苗中元 下戸 1 後新城道53 武川
張徳龍 下戸 6 後新城道50 武川
楊文元 下戸 10 後新城道7 西北
馬正華 下戸 1 後新城道1 武川
寛巷子 敏泉 上戸 89 5 寛巷子1 西北
曹世光 上戸 71 4 寛巷子14 西北
徳厚堂 上戸 187 10 寛巷子14 西北
崇徳堂 上戸 210 10 寛巷子14 西北
崇厚堂 上戸 72 4 寛巷子14 西北
曹福亮 下戸 6 寛巷子13 武川
曹亮 下戸 5 寛巷子13 武川
水渠巷 白福 中戸 32 水渠巷4 西北
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地区 業者名 生活水準 酪駝数 雇工 住所 貿易地区
馬子光 下戸 2 水渠巷7 武川
馬俊 下戸 ll 水渠巷2 西北
丁安 下戸 2 水渠巷6 武川
サ亮 下戸 1 水渠巷13 武川
韓魁 下戸 10 水渠巷9 西北
呉順 下戸 2 水渠巷7 武川
韓玉 下戸 1 水渠巷9 武川
於有典 下戸 5 水渠巷8 武川
サ宏 下戸 1 水渠巷26 武川
サ老貴 下戸 2 水渠巷26 武川
曹万金 下戸 13 水渠巷5 西北
周生智 下戸 16 水渠巷3 西北
楊芳永 下戸 1 水渠巷19 武川
米珍 下戸 22 水渠巷14 西北
馬福典 下戸 4 水渠巷12 武川
王正明 下戸 2 水渠巷8 武川
曹万福 下戸 2 水渠巷14 武川
馬蓮灘 丁順 中戸 27 2 馬蓮灘48 西北
王有口 中戸 29 2 馬蓮灘64 西北
馬寛 中戸 29 2 馬蓮灘64 西北
邸玉山 中戸 40 3 馬蓮灘19 西北
海寛 下戸 1 馬蓮灘6 西北
楊銘 下戸 15 馬蓮灘61 西北
邸玉茂 下戸 52 3 馬蓮灘19 西北
凍宝 中戸 39 2 馬蓮灘15 武川
海徳勝 下戸 1 馬蓮灘50 武川
海富 下戸 1 馬蓮灘6 武川
戴永勝 下戸 4 馬蓮灘51 武川
費世華 下戸 2 馬蓮灘17 武川
楊寛 下戸 12 馬蓮灘23 西北
馬喜 下戸 2 馬蓮灘20 武川
白潤魁 下戸 3 馬蓮灘36 武川
白義 下戸 12 馬蓮灘36 西北
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地区 業者名 生活水準 酪駝数 雇工 住所 貿易地区
邸四福 下戸 10 馬蓮灘38 西北
馬紅亮 下戸 3 馬蓮灘17 武川
白潤 下戸 14 馬蓮灘36 武川
楊俊 下戸 4 馬蓮灘15 武川
張全 下戸 5 馬蓮灘17 武川
任長栄 下戸 3 馬蓮灘55 武川
麻吉 下戸 1 馬蓮灘42 西北
楊三 下戸 2 馬蓮灘50 武川
邸玉金 下戸 2 馬蓮灘19 西北
麻俊 下戸 1 馬蓮灘42 武川
喬三 下戸 2 馬蓮灘i9 武川
馬興盛 下戸 3 馬蓮灘38 武川
喬万子 下戸 1 馬蓮灘9 武川
馬有恩 下戸 1 馬蓮灘38 武川
喬吉 下戸 1 馬蓮灘8 武川
楊紅 下戸 3 馬蓮灘12 武川
東寺巷 王有恒 上戸 153 9 東寺巷22 西北
楊吉 中戸 33 3 東寺巷11 西北
楊万元 上戸 120 6 東寺巷10 西北
馬貴 下戸 8 東寺巷5 武川
完元宝 下戸 7 東寺巷 西北
呂祖廟街 戴永旺 中戸 34 2 呂祖廟街1 武川
戴永紅 中戸 3 呂祖廟街1 武川
白玉 中戸 2 呂祖廟街29 武川
海福雲 中戸 8 呂祖廟街7 武川
邸三娃 中戸 2 呂祖廟街1 武川
周家巷 梁維成 中戸 24 2 周家巷3 西北
梁維高 中戸 24 2 周家巷3 西北
梁維助 中戸 24 2 周家巷3 西北
馬成 下戸 13 周家巷5 武川
属興旺 下戸 2 周家巷9 武川
王二慶 下戸 2 周家巷8 武川
民庁恒 張大銀 下戸 3 民庁恒8 武川
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地区 業者名 生活水準 酪駝数 雇工 住所 貿易地区
張文徳 下戸 11 民庁恒2 武川
恵英 下戸 4 民庁恒14 武川
白富庚 下戸 3 民庁恒5 武川
白玉 下戸 1 民庁恒5 武川
張文亮 下戸 1 民庁恒2 武川
張四 下戸 2 民庁恒5 武川
馬二銀 下戸 6 民庁恒8 武川
馬四宝 下戸 6 民庁恒24 武川
馬三娃 下戸 12 民庁恒3 武川
喬義 下戸 1 民庁恒4 武川
張珍 下戸 1 民庁恒4 武川
馬徳明 中戸 21 1 民庁恒5 西北
後沙灘 雇風岐 中戸 60 4 後沙灘 西北
王万義 上戸 ll2 6 後沙灘8 西北
梅盛子 中戸 31 2 後沙灘12 西北
退口相 上戸 145 8 後沙灘8 西北
遽孝 中戸 43 3 後沙灘16 西北
陳福 中戸 21 後沙灘1 西北
王福 下戸 3 後沙灘5 武川
喬禎 下戸 6 後沙灘6 西北
庫掌才 下戸 8 後沙灘8 武川
対二随 下戸 13 1 後沙灘13 西北
陳紅 下戸 10 後沙灘1 西北
雇俊 下戸 2 後沙灘4 武川
楊六八 下戸 3 後沙灘1 武川
張文乗 下戸 3 後沙灘9 武川
馬五明 下戸 6 後沙灘16 武川
付長年 下戸 5 後沙灘8 武川
張富貴 下戸 3 後沙灘21 武川
梅口漢 中戸 19 後沙灘17 西北
雇玉旺 中戸 4 後沙灘5 武川
雇忠義 中戸 4 後沙灘5 武川
王徳俊 中戸 2 後沙灘3 武川
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地区 業者名 生活水準 賂駝数 雇工 住所 貿易地区
庫順子 中戸 4 後沙灘8 武川
王成 中戸 1 後沙灘5 武川
王政 中戸 1 後沙灘5 武川
趙万口 中戸 4 後沙灘12 武川
王存口 中戸 26 後沙灘19 武川
対国 中戸 8 後沙灘19 武川
米紅 中戸 2 後沙灘8 武川
趙六 中戸 3 後沙灘10 武川
王五明 中戸 2 後沙灘5 武川
母狗営 郵占元 中戸 1 母狗営24 武川
郵三 下戸 3 母狗営24 武川
馬春恩 下戸 4 母狗営24 武川
西順城街 喬華 下戸 9 西順城街 武川
馬吉 下戸 5 西順城街20 西北
張瑞 中戸 53 4 西順城街ll 西北
南順城街 対万全 中戸 4 南順城街16 武川
福喜堂 上戸 llO 南順城街9 武川
西得勝街 馬永禎 下戸 2 西得勝街5 武川
富享元 上戸 90 6 西得勝街33 武川
井児巷 馬有旺 中戸 31 2 井児巷4 西北
観音廟 楊三 下戸 5 観音廟 武川
出典:『厚和市回民酪駝業者一覧表』(1944年)
注記:調 査資料の印刷 ・保存状態が悪 く、解読不能な箇所がある。該当箇所には□を挿入
しておいた。
表8・表9を み ると、回民の酪駝業者の居住地の内訳は、営坊道 、通道街、新城道、後
新城道、寛巷子、水渠巷、馬路、馬蓮灘、東寺巷、西徳勝街、呂祖廟 、南順城街 、井児巷、
西順城街、周家巷、民庁恒、後沙灘、母狗灘(狗 家灘)、観音廟であ り、計19ヶ所 となっ
ている。 この うち、大寺、北寺、東寺、西寺、東北寺などの清真寺に近い集住地域は、営
坊道、通道街、新城道、後新城道、寛巷子、水渠巷、馬路、馬蓮灘、東寺巷、南順城街、
西順城街、周家巷、後沙灘、母狗灘(狗 家灘)で あり(計14ヶ 所)、回民の酪駝業者 の多





























景錫恩氏は証言内容 を簡単に和訳 してお こう。酪駝輸送業者の人々は出発に先立ち、歓
送の儀式 を執 り行 った。この儀i式では、まず、礼拝の呼びかけ(ア ザー ン)を 代表者(清
真寺の宗教指導者)が 唱える。その後、全員で一斉に両手を掲げ、隊商 ・積荷 ・酪駝の無
事 をア ッラーに祈念す る。そ して、「アッサラーム ・アライ クム(あ なた方に平安あれ)」
と言いなが ら、その場にいる人たちの平安を祈 る。最後 に、出発す る直前、全員が両手で
握手 しなが ら最後の挨拶を行 うのであるが、悲 しみのあま り、旅立つ者にも泣き出す者が
いる。このような場面では、「ア ッラーの恩寵があ りますよ うに」と言葉をただ投げかける




中心 となって執行 していた可能性 が高い。 もちろん酪駝輸送業者のなかには他 の清真寺に
帰属意識をもつ者 もいたであろ うが、1949年以前、清真北寺以外の清真寺が清真大寺の管
轄下にあり、大部分の回民が清真大寺の年 中行事や葬送儀礼に参加 していた こと、また、
清真大寺が酪駝業者 「徳厚堂」の曹家によって管理運営 されていた ことをふまえると、清
真大寺の関係者が酪駝輸送業者の儀礼を取 り仕切っていた と考えて も不 自然なことではな
いだろ う。
歓送儀礼のほかには、酪駝業者の慣習 として、清真寺 に対す る寄付 を挙げることができ
る。 もちろんムス リムは 日常生活のなかで自発的な施 しを行 うことが推奨 されているが、
ここでい う寄付 とは同業者組合の活動を指す。厚和市にあった酪駝業者の同業者組合 「清
真社」を例 に挙げると、同組合の慈善活動 として、回民の組合員は酪駝1頭 ごとに2元(当
時の4円 に相 当)の サダカ(自 発的喜捨)を 清真寺に納 め、このサダカの一部が回民の困
窮者の救済に充当されていた とい う[今 堀1955:289]。ここでい う清真寺 とは清真大寺
を指す と考えて間違いない。 このほか、他地域の事例ではあるが、回民の駝駝業者が清真
寺に寄付金を納める慣習については、北京回民の酪駝業者の事例で も紹介 されている。例
えば、北京の 「駝鍋房業公会」の儀礼では、毎年3月 、清真寺で宗教指導者が 「平安経」
を朗諦 し、酪駝の安全 と増殖を祈願 ・祈念 し、同業者の葬礼には寄付金を募 り、年収1,000
元につき25元のザカー(法 定喜捨)を 清真寺に納めていたとい う[仁井 田1944:19]。
蒙彊にかぎらず、回民の酪駝業者の儀i礼や慈善活動 に関す る報告は極めて断片的なもの し




それでは、最後 に、ここまでの要点を整理 しておきたい。 まず、蒙彊政権下の内モンゴ
ルには、37,000人以上の回民が確認 されてお り(モ ンゴル人よりも多い)、その3分 の1
が厚和市(現 フフホ ト市)、特に 「北門外」 と呼ばれ る地域に集住 していた。 「城外」に位
置す る北門外に くらす回民たちは、大寺、西寺、東北寺、東寺、南寺、北寺な どの清真寺
の周囲に集住 し、家畜販売業、仲買業、毛皮業、飲食業、屠畜業、酪農業、酪駝輸送業な
どの職業に従事 してきた。回民の業務形態は大部分が小規模 であったが、屠畜業 ・家畜販
売業 ・輸送業な どを実質的に独 占した ことで、旧帰緩市(正 確には帰化城)の 経済発展を
促進 した。例えば、1920年代以降、内外モ ンゴルや新彊 の交易を掌握 していた山西商人(漢


















1)例 えば 、陸 軍省 の 「包 頭 駝運 事情(運 搬材 料)送 付の 件」(ア ジア歴 史資 料セ ンター 、Ref
CO4120810300)、在 厚 和 日本領 事館 の 「厚和 市 回民儲 駝 業者 一 覧表」(ア ジア歴 史 資料 セ ンター 、
RefBO8061964800)などは蒙彊 の儲 駝 業 に関す る詳 細 な報 告で あ る。
2)た だ し、清真 寺 の創 立時期 に関 して は、 日本 人研 究者や 中国人 研究 者 の文献 資料 によ ってお お き
く食 い違 うため 、今後 、仔 細 に検討 す る必 要 があ る。
3)本 稿 で は、紙 幅 の関係 上 、引用 を控 える が、『呼 和浩 特市 回族 史料 第6集 』(2004年)には 「帰
繧 市駝 業 同業 公会 章程 」(改正版)が 掲載 され て い る。
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